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登壇 

 

田川：皆様、こんにちは。代表取締役の田川です。本日はお忙しい中、オンライン決算説明会にご

参加いただきまして、誠にありがとうございます。本日は、上期の業績結果と下期の取り組みにつ

いてご説明いたします。 
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それでは、2024 年上期の業績ハイライトについてご説明いたします。 

上期は、1 月に価格改定を実施しましたが、1 店舗当たりの品質向上をさせる取り組みを継続して

きたこともあり、価格改定後も客足に影響は見られませんでした。直営店の月商は、過去最高を更

新し、既存店が好調な状況が続きました。 

さらに、食材を安定して供給できるように、新たな製麺工場を稼働させ、製造キャパの確保を図り

ました。結果として、当上期では大幅な増収増益を達成するとともに、中計の達成に向けて足場を

固めることができました。 



 
 

 

3 
 

 

業績以外の重要指標につきましては、こちらに記載の通りです。 

出店に関しましては、年間目標に対してやや遅れが生じているものの、下期にキャッチアップし、

年間目標をクリアできるように準備を進めています。 
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こちらは、売上高・営業利益の四半期推移です。ご覧の通りです。 
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こちらは、国内既存店 1 店舗当たりの月商の推移です。 

季節性はあるものの、過去最高を更新し続けることができています。コロナ禍前に比べて、客数は

約 105%、客単価は約 115%で、売上は 120%ほどとなっています。 
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コストの見通しと価格改定についてご説明いたします。 

価格改定につきましては、店舗運営コストの上昇分を転嫁させていただくという方針のもとで運営

をしております。上期の価格改定につきましては、客足に影響がなかったことは先ほどご説明した

通りですが、こちらでは下期以降のコストの見通しについてご説明いたします。 

下期以降につきましては、円安の急激な進行や天候不順による不作、政府補助金制度の終了などに

より、さまざまな食材やエネルギーコストの上昇を見込んでおり、これまでと同様に、店舗運営コ

ストの上昇分を価格転嫁させていただく予定です。なお、食材では、特に豚肉、海苔、お米の価格

上昇を予想しています。 

この影響は、当社のみならず、他の飲食店でも同様と考えられるため、相対的な価格差には大きな

変化はないと想定しております。 
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改装による QSCA の向上と、生産性アップの取り組みについてご説明いたします。 

提供商品の品質安定化を目指した IH 機への切り替えと、店舗内オペレーションやお客様の快適性

を増すための最新レイアウトの改装を行っております。既存店が好調なときこそ、こういった店舗

改装を行うべきであると考えており、常にお客様に最高のラーメンを届けられるよう、ハード・ソ

フトの両面から改善に取り組んでおります。 
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店舗運営における DX と、お客様利便性向上に向けた取り組みについてご説明いたします。 

まず、ライスロボにつきまして、町田商店の全店に導入を完了しております。これにより、盛り付

けにかかる専従時間を削減できるとともに、ロスの削減や衛生管理の強化を図ることができていま

す。 

次に、下期以降で、キャッシュレス対応のタッチパネル式券売機を全店で導入することを決定しま

した。これにより、キャッシュレス払いや多言語表示による、お客様の利便性向上を図ることがで

きます。また、従来の券売機よりも故障が圧倒的に少ないため、券売機故障による機会ロスや手売

り対応などを減らすことができると考えております。 
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人材確保に向けた取り組みについてご説明いたします。 

人材確保は、経営の最重要課題であると認識しており、採用力の強化、離職率の低下の両面から、

できることは全て取り組んでおります。キャストからの正社員登用につきましては、私自身も自ら

キャストに会社説明を行い、会社の魅力を伝えることで、上期に 12 名の正社員化を図ることがで

きました。 

また、海外で採用活動を実施し、来年 4 月に入社予定の 10 名の内定承諾を得ております。入社ま

での期間で、現地の日本語学校で日本語の学習を行ってもらっています。この他にも、さらなる給

与水準のアップや、多様な採用手法を実施することで、人材確保を図ってまいります。 
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1 月にキッチンカーが完成し、5 月上旬に能登半島へラーメンの炊き出しに行ってまいりました。

企業としての成長はもちろんですが、飲食企業としての社会的責任を今後も果たしていきたいと考

えております。 

それでは、決算概要について榎からご説明いたします。 
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榎：IR 担当の榎と申します。上期の業績についてご説明いたします。 

売上高は 135 億円と、ほぼ計画通りで着地いたしました。営業利益は 15.4 億円と、既存店が好調

であったため、計画を 2.3 億円上回ることができました。 
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こちらは、当初の通期計画に対する進捗率です。ご覧の通り、順調に推移をしております。 



 
 

 

13 
 

 

こちらは、出店の状況です。ご覧の通りとなっています。 
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直営店のブランド別の店舗数、出店数についてご説明いたします。 

町田商店に次ぐブランドとして、豚山、そして元祖油堂の店舗数を拡大させております。上期は、

出店した店舗の約半分が、元祖油堂など、町田商店以外の出店となりました。 
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地域別の店舗数は、ご覧の通りとなっています。 

直営店は出店戦略通り、人口集中エリア、そしてプロデュース店も出店戦略通り、地方エリアに出

店し、全国にバランスよく出店することができています。直営店事業の売上は 113 億円となり、

前年同期比プラス 27.2%、プロデュース事業の売上は 21.9 億円となり、前年同期比プラス 22%と

なりました。 

海外につきましては、次のスライドでご説明いたします。 
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海外展開に関しましてご説明いたします。 

国内の出店戦略と同様に、外食市場の大きな地域は直営店で出店し、それ以外の地域は FC 店で出

店をしてまいります。国内と異なり、プロデュース店ではなく、FC 店を中心に出店をしているの

は、町田商店のブランド力を活かせることと、供給できる食材が国ごとに異なるため、ロイヤリテ

ィを収受して収益化できるようにという狙いからです。 
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次に、B/S の状況についてご説明いたします。 

自己資本比率は 54.6%と、目標とする 50%を達成しており、今後も財政状態の健全性を維持しつ

つ、出店に対する投資を継続していきたいと考えております。 
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キャッシュ・フローの状況につきましては、ご覧の通りです。 

おおむね、営業キャッシュ・フローの範囲内で、出店に関する投資を賄えております。 

それでは、業績見通しについて再度、田川からご説明いたします。 
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田川：それでは、通期業績見通しの修正に関してご説明いたします。 

通期の業績見通しは、売上を従来予想の 276 億円から 285 億円に、営業利益を従来予想の 27 億円

から 30 億円に修正いたしました。上期の上振れ分をプラスオンするとともに、下期での出店のペ

ースアップと、足元の月次動向を反映させました。 

中期経営計画は、期末にローリングで見直すため、今回は修正しておりません。 

上期決算のご説明は、以上となります。今後も、短期的な成長や利益を追うのではなく、美味しい

ラーメンを世界中に届けることで持続的に成長を続け、皆様のご期待にも応えていきたいと考えて

おります。 

ご清聴ありがとうございました。 

 


